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集落営農法人における理念主導型経営の確立 
 
 
 
 
                                                            

 

 

成果の内容 

１ 理念は法人経営の中長期的な拠り所として構成員に強く意識され、構成員の結束や士

気向上を促す機能を果たす。理念の「機能」の発揮には内容を「具体化」し、その内容

を「組織内に十分浸透させる」ことが重要である。特に「理念をわかり易く明文化する

こと」が効果的である（表１、図１）。 

２ 理念の総合力が高く「内容の充実度」も高い法人に、経営状況が比較的良好な法人が

多く含まれる。すなわち、内容の充実を通じた理念の総合力の向上は、経営成果の向上

にも役立つ（図２）。 

３ また、理念の機能が発揮されると働く人の労働意識も高まる。しかし、労働意識は「働

き方」にも強く左右される。特に、仕事上の役割が明確で、仕事について話し合う機会

が多い人の労働意識が高い。経営成果の向上には「理念の充実」と「働き方の工夫」を

セットで考える必要がある（図３）。 

４ 理念主導型経営の実践のための経営管理上のポイント 

（１）第一に、経営目的（理念・目標）をいかに明確化し、具体的な戦略や計画に落とし

込めるかが重要である。近年、BSC 注）等の新しい経営管理手法を使い経営目的の共

有化等を図る法人も出現し、一定の成果を上げている。 

（２）次に、業務上の責任と権限の明確化が重要である。部門制の導入など組織体制の見

直しや、部門責任者の設置等、業務上の権限や責任のあり方について検討する必要が

ある。また、こうした責任や権限の分担は、代表者を日常の業務管理から解放し、経

営戦略立案等、代表者が本来行うべき職務に専念させるのにも役立つ。 

（３）最後に、経営管理の効率化が重要である。経営目的の実現には、経営状況を的確に

把握し戦略や計画の見直しを図っていく必要がある。事業拡大や経営者の交代等のマ

ネジメント環境の変化にも迅速に対応できるよう、パソコン等を活用した経営管理の

システム化を図っておく必要がある。 

注）バランススコアカードの略。組織内のあらゆる働きが、組織目的の実現に向けてどのように作用しているかを

可視化して、総合的に評価する経営管理手法。財務の視点に加え、顧客、業務、人材など、複数の視点から指標を

設定し、多角的に目標の実現を管理していくのが特徴。 

 

成果の活用面・利用上の留意事項 

１ 集落営農法人全般に適用可能だが、特に中期計画の作成時期等に合わせて活用すると

効果が高い。 

 

 

 

 

集落営農法人（以下、法人）の経営発展過程における「経営理念」の働き

や重要性について、その特性や労働意識および経営成果との関係、理念を

生かす経営管理の在り方等の側面から調査分析し、理念に基づく経営実

践、いわゆる「理念主導型経営」実践上のポイントとして整理した。 
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注1)データはそれぞれ５段階で回答した番号をそのまま点数化して項目別に平均したもの。
注２）内容、機能及び浸透活動とも評価の高かった10項目を表示している。
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表１　集落営農法人における経営理念に対する認識
（Ｈ25　アンケート　95法人・283人）
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図 1 理念の「内容」および「浸透活動」
の充実度と「「機能」の発揮度の関係 

図３ 法人で働く人の労働意識と働き方の関係 
※値が大きいほど満足度が高いことを示す 

注）アルファベットが異なるものは５%水準で有意差を示す。 
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図２ 理念の総合特性による法人の分類（主成分分析、60法人 ６つのグループ） 
※理念総合力が高い法人で、「内容の充実度」が相対的に高い法人に経営状況が良好な法人が多い（図右上 グループ②） 


